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２
０
１
１
年
７
月
、
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
事
故
で
避
難
中
に
自
殺
し
た

方
の
遺
族
が
「
避
難
生
活
で
精
神
的
に

追
い
詰
め
ら
れ
、
う
つ
病
に
な
っ
た
た

め
」
と
、
東
京
電
力
に
損
害
賠
償
を
求
め

た
訴
訟
の
判
決
で
、
福
島
地
裁
は
８
月

26
日
、
東
京
電
力
に
支
払
い
を
命
じ
た
。

　

裁
判
長
は
「
展
望
の
見
え
な
い
避
難

生
活
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
で
自
ら
死

を
選
ん
だ
精
神
的
苦
痛
は
極
め
て
大
き

い
」
と
述
べ
た
。
３
年
経
過
し
た
現
在

も
が
れ
き
や
放
射
線
廃
棄
物
が
置
か
れ

日
常
生
活
が
戻
っ
て
い
な
い
。
原
発
の

な
い
社
会
の
実
現
に
む
け
取
り
組
も
う
。

５日㈮　�第28回全日本自治体職員等野球選手権全国優勝大会（～ 7日、
札幌市）

　　　　全道自治研集会（～ 6日、旭川市）
６日㈯　�公共民間労組協議会第20回定期総会（札幌市）
７日㈰　�公共民間労組協議会全道学習会（札幌市）
９日㈫　第25回執行委員会（札幌市）
11日㈭　�辺野古への新基地建設は許さない！９.11北海道集会（札幌市）
13日㈯　�道本部青年部第29回定期総会（～ 14日、札幌市）
　　　　2015年度社会福祉評議会総会（札幌市）
14日㈰　2014年度公衆衛生集会（～ 15日、札幌市）
15日㈪　2015年度衛生医療評議会総会（札幌市）
20日㈯　2015年度現業公企評議会総会（札幌市）
　　　　女性部第29回定期総会(～ 21日、（札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

２４ ３

本号の紙面

特
集
・
今
年
の
人
勧
は
こ
う
だ
！
ポ
イ
ン

ト
と
問
題
点　

２
０
１
４
人
事
院
勧
告
・

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

み
ん
な
で
拡
げ
よ
う
水
資
源
の
輪
・
北
海

道
医
療
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
・
職
場
だ
よ

り
「
宗
谷
地
本
発
」・
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
チ

ル
ド
レ
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
㊼
・
え
さ
き
さ

ん
の
国
会
だ
よ
り
・
忙
中
余
話

道人事委員会との交渉のようす＝８月25日、札幌市・北海道庁

知事（職員監）に要求書を手渡す、千葉全道庁労連委員長＝８月25日

集会には250人が参加し、武力で平和はつくれないことを再確認し
た＝８月15日

地公三者

７
月
１
日
は
屈
辱
的
な
日

道
人
事
委
員
会
勧
告
期
の
た
た
か
い
ス
タ
ー
ト

『
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
』は
行
う
な

「戦争をさせない」全国署名
◇目標　組合員×５筆

◇８月26日時点集約状況

筆88,877

評議会（青年部・女性部・現業評議会など）で
発行しているものでもＯＫ！

最優秀賞 １点－30，000円

優秀賞 ２点－新聞編集ソフト「パーソナル編集長」

佳作 ３点 10，000円

優秀賞 ３点－10，000円

道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕８/１付を参照

◇一般の部　◇自主福祉活動の部

◇一般の部

◇自主福祉活動の部

【参加対象】

募集しています！
９月10日（水）必着

【応募方法】

【賞品】

【テーマ】自由課題

詳しくは道本部ＨＰ〔単組・組合員専用ページ〕
８/１付を参照
携帯電話、デジタルカメラで撮影した写真データを
下記のアドレスにメールでご応募下さい。

最優秀賞 １点－デジタルカメラ
優秀賞 ５点－5,000円分の商品券
癒し賞 10点－3,000円分の商品券

◇メール送付先
　khikichi@jichiro-hokkaido.gr.jp

【応募方法】

【賞品】

第47回写真コンクール

2014年度機関紙コンクール

に
、「
平
和
は
武
力
に
よ
っ
て

守
ら
れ
る
と
い
う
発
想
は
強

者
の
論
理
だ
。
強
者
を
軍
事

的
・
経
済
的
に
支
え
る
者
た

ち
が
い
る
か
ら
こ
そ
人
の
命

が
失
わ
れ
る
。
強
者
を
支
え

る
構
造
を
我
々
が
打
ち
砕
く

た
め
に
行
動
を
す
る
こ
と
が

平
和
へ
の
道
で
あ
り
、
自
分

た
ち
の
課
題
と
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
」「
特
定
秘

密
保
護
法
、
防
衛
整
備
移
転

三
原
則
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
な
ど
、
一
連
の
も
の

に
対
し
て
、
い
ま
武
力
行
使

に
つ
な
が
る
も
の
、
武
力
を

さ
さ
え
る
も
の
、
軍
事
攻
撃

を
さ
さ
え
る
元
を
つ
く
る
も

の
、
人
を
殺
す
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
も
の
に
対
し
、

そ
こ
を
断
ち
切
っ
て
い
く
行

動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

国
民
の
反
対
や
思
い
を
無
視

し
た
考
え
だ
。安
倍
首
相
は
、

戦
前
の
軍
人
や
戦
前
責
任
を

ま
っ
た
く
と
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
無
責
任
な
官
僚
や
政
治

家
と
同
じ
だ
。
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

清
末
愛
砂
・
室
蘭
工
業
大

学
大
学
院
准
教
授
が
、「
平
和

は
武
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る

の
か
」
と
題
し
講
演
し
た
。

　

清
末
准
教
授
は
、「
７
月
１

日
の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
閣
議
決
定
は
屈
辱
な
日

だ
っ
た
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
正
当
化
の
理
由
に

『
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追

求
』
の
権
利
で
あ
る
憲
法
13

条
が
使
わ
れ
る
の
は
許
さ
れ

な
い
」
と
批
判
し
た
。
さ
ら

　

江
本
・
道
平
和
運
動
フ
ォ

ー
ラ
ム
代
表
が
、「
特
定
秘
密

保
護
法
、
靖
国
参
拝
、
集
団

的
自
衛
権
行
使
容
認
、
憲
法

９
条
の
改
悪
の
も
く
ろ
み
も

議
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答

し
た
。

　

地
公
三
者
は
、
10
月
上
旬

と
想
定
さ
れ
る
人
事
委
員
会

勧
告
に
む
け
て
、
人
事
委
員

会
と
の
交
渉
を
行
い
、『
独
自

削
減
の
停
止
や
月
例
給
・
一

時
金
の
引
き
上
げ
勧
告
』
を

行
う
と
と
も
に
、
恣
意
的
に

給
与
水
準
を
引
き
下
げ
る

『
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
』
の
勧
告
は
行
わ
な
い
よ

う
、
厳
し
く
追
及
し
て
い

く
。

十
分
認
識
し
、
要
求
事
項
の

実
現
に
む
け
、
最
大
限
努
力

せ
よ
」
と
強
く
申
し
入
れ
た
。

　

道
人
事
委
員
会
は
「
国
の

勧
告
内
容
を
見
極
め
慎
重
に

判
断
す
る
。
総
務
省
主
催
の

人
事
委
員
会
事
務
局
長
会
議

で
詳
細
が
示
さ
れ
る
。
広
く

情
報
収
集
し
み
な
さ
ん
と
協

行
う
国
家
公
務
員
内
部
の
給

与
配
分
の
変
更
で
あ
り
、
地

方
に
勤
務
す
る
公
務
員
や
高

齢
層
職
員
の
俸
給
水
準
『
引

き
下
げ
あ
り
き
』
で
到
底
容

認
で
き
な
い
。
生
活
も
我
慢

も
限
界
を
超
え
、
憤
り
も
頂

点
に
達
し
て
い
る
。
労
働
基

本
権
制
約
の
代
償
機
関
と
し

て
、
人
事
委
員
会
の
役
割
を

度
の
総
合
的
見
直
し
』
に
つ

い
て
、
地
域
間
配
分
の
見
直

し
で
は
、
俸
給
表
水
準
を
平

均
２
％
引
き
下
げ
、
広
域
異

動
手
当
等
に
配
分
。
世
代
間

配
分
と
し
て
、
50
歳
台
後
半

層
は
最
大
４
％
程
度
引
き
下

げ
、
現
給
保
障
は
３
年
間
と

し
た
。
今
回
の
見
直
し
は
、

全
国
単
位
で
の
官
民
比
較
を

し
、
月
例
給
の
改
定
率
は
物

価
上
昇
分
に
も
満
た
な
い
。

一
時
金
の
引
き
上
げ
分
も
勤

勉
手
当
に
す
べ
て
配
分
す
る

こ
と
、
さ
ら
に
寒
冷
地
手
当

に
つ
い
て
も
灯
油
価
格
が
高

騰
し
て
い
る
が
、
手
当
額
の

改
善
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と

は
納
得
で
き
な
い
」
と
強
調

し
た
。
さ
ら
に
「
『
給
与
制

　

要
求
書
の
提
出
に
あ
た

り
、
千
葉
議
長
が
「
人
事
院

は
８
月
７
日
、
月
例
給
を
平

均
０
・
３
％
（
公
民
較
差
１
，

０
９
０
円
・
０
・
27
％
）
、

一
時
金
を
０
・
15
月
、
通
勤

手
当
を
引
き
上
げ
る
一
方
、

寒
冷
地
手
当
は
、
気
象
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
支
給
地
域
を

見
直
す
と
勧
告
し
た
。
し
か

　

８
月
25
日
、
地
公
三
者
共
闘
会
議
（
全
道
庁
労
連
・
北
教
組
・
自
治
労
道
本
部
。
以
下
、
地
公
三
者
）
は
、
道
人
事

委
員
会
（
対
応:

事
務
局
長
）、
知
事
（
対
応:

職
員
監
）、
教
育
長
（
対
応:

教
育
職
員
監
）
に
対
し
、「
人
事
委
員
会
勧

告
に
関
わ
る
要
求
書
」
を
手
渡
し
、
２
０
１
４
道
人
事
委
員
会
勧
告
期
の
た
た
か
い
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

「
許
す
な
解
釈
改
憲
！
不

戦
の
日
！
８
・
15
北
海
道
集

会
」
が
８
月
15
日
、
か
で
る

２
・
７
で
開
か
れ
、
２
５
０

人
が
参
加
し
た
。

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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　自治労全国野球大会では、大会の
結果や内容を迅速に伝えるため、「特
設ホームページ」を開設します。試
合結果は随時特設ホームページで配
信します。
　また、準決勝２試合・決勝戦の合
計３試合を、中継動画を配信します。
動画はスマートフォンやタブレット
でも閲覧できます。（Ustreamでの配
信ですので、TV
中継のような
動画ではあり
ませんので予
めご承知おき
ください）

◆特設ページURLは下記のとおりです。

◆閲覧するには、IDとパスワードが
　必要です。

http://www.jichiro-hokkaido.
 gr.jp/baseball2014/

I　　　　D：hokkaido
パスワード：namara2014

表①-2014勧告における民間給与との比較

表④-2006給与構造改革後と地域間配分の見直し後の賃金水準

表⑤-民間賃金指数による地域手当の支給率区分（2005年人勧との対比）

表⑥-経過措置対象者の違い

表⑦-2006年現給保障と2015年総合的見直しの現給保障について

表②-連合集計による一時金の動向

＜連合集計による一時金の動向＞

【連合の集計①－昨年と同一組合で比較】

【連合の集計②】

表③-メッシュ2010による級地変更となる自治体（北海道）

今年の人勧はこうだ！ 2014年度人事院勧告
給与制度の総合的見直し特集

実
施
時
期
と
経
過
措
置

確
定
闘
争
に
む
け
取
り
組
み
強
化

再
任
用
職
員
は
単
身
赴
任
手
当

な
ど
を
改
正

給
与
原
資
を
各
種
手
当
に
配
分

「
見
直
し
」で
い
っ
そ
う
格
差
拡
大

地
域
手
当
は
７
段
階
に
変
更

通
勤
手
当
引
き
上
げ

寒
冷
地
は
級
地
変
更
自
治
体
も

一
時
金
は
５
年
ぶ
り
に
４
ヵ
月
台

を
回
復
０
・
15
ヵ
月
の
引
き
上
げ

月
例
給
は
初
任
給
層
に
重
点
配
分

７
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
勧
告

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

　

人
事
院
は
、
８
月
７
日
、
国
家
公
務
員
の
月
例
給
を
０
・
27
％
（
１
、
０
９
０
円
）、

一
時
金
を
現
在
の
年
間
３
・
95
月
か
ら
０
・
15
ヵ
月
（
４
・
10
月
）、さ
ら
に
自
動
車
な

ど
の
交
通
用
具
使
用
者
に
対
す
る
通
勤
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
よ
う
国
会
と
内

閣
に
勧
告
し
た
。
月
例
給
、
一
時
金
の
引
き
上
げ
改
定
は
、
い
ず
れ
も
７
年
ぶ
り
と
な

る
。
一
方
、公
務
員
連
絡
会
と
の
十
分
な
協
議
、合
意
に
基
づ
か
な
い
ま
ま
「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
の
勧
告
を
強
行
し
た
。
本
号
で
は
、
今
年
の
人
事
院
勧
告
の
ポ
イ

ン
ト
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。
学
習
資
料
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

本
年
勧
告
で
は
２
０
１
３
報
告
で
検
討
を
表
明
し
た
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
15
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
勧
告
し
た
。
人
事
院
は
、

①
民
間
賃
金
の
低
い
地
域
に
お
け
る
官
民
給
与
の
実
情
を
よ
り
適
切
に
反
映
、
②
官
民

の
給
与
差
を
踏
ま
え
、
50
歳
代
後
半
層
の
水
準
の
見
直
し
、
③
組
織
の
特
性
、
円
滑
な

人
事
運
用
の
要
請
な
ど
を
踏
ま
え
た
、
諸
手
当
の
見
直
し
な
ど
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
と
説
明
し
て
い
る
。「
見
直
し
」
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
解
説
し
ま
す
。

　

今
年
の
民
間
給
与
実
態
調

査
は
、
例
年
と
同
様
に
企
業

規
模
・
事
業
所
規
模
と
も
従

業
員
50
人
以
上
を
対
象
に
、

約
１
２
，
４
０
０
社
（
２
０

１
３
年
１
２
，
５
０
０
社
）
、

約
50
万
人
（
同
49
万
人
）
の
個

人
別
給
与
を
実
地
調
査
し
、

調
査
完
了
率
は
88
・
１
％

（
同
88
・
６
％
）
と
な
っ
た
。

　

調
査
の
結
果
、
本
年
の
月

例
給
に
つ
い
て
は
、
民
間
が

公
務
を
０
・
27
％
（
１
０
９

０
円
）
上
回
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
較
差
に
つ
い
て
、

俸
給
表
の
水
準
を
平
均
で

０
・
３
％
（
９
８
８
円
）
引

き
上
げ
、
引
き
上
げ
に
伴
い

地
域
手
当
な
ど
の
支
給
額
が

増
加
す
る
「
は
ね
返
り
分

（
１
０
２
円
）
」
と
併
せ
て
、

較
差
の
全
額
を
配
分
す
る
こ

と
と
し
た
。【
表
①
】

　

俸
給
表
へ
の
具
体
的
配
分

に
関
し
て
は
、
１
，
０
０
０

円
の
引
き
上
げ
を
基
本
に
、

初
任
給
を
中
心
に
民
間
水
準

を
下
回
る
若
手
職
員
に
つ
い

て
、
2
倍
の
２
，
０
０
０
円

の
引
き
上
げ
と
す
る
一
方
、

高
年
齢
層
が
多
く
在
職
す
る

3
級
以
上
の
高
位
号
俸
と
10

級
の
大
半
の
号
俸
の
改
定
は

見
送
っ
た
。

　

ま
た
、
再
任
用
職
員
の
俸

給
月
額
も
据
え
置
き
と
し
た
。

　

そ
の
他
の
俸
給
表
の
取
り

扱
い
は
、
指
定
職
俸
給
表
は

据
え
置
き
と
し
た
が
、
行
政

職
（
一
）
表
と
の
均
衡
を
基

本
に
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

民
間
の
昨
年
冬
と
今
年
夏

の
ボ
ー
ナ
ス
の
合
計
支
給
月

数
は
計
４
・
12
ヵ
月
、
国
家

公
務
員
（
現
行
３
・
95
ヵ

月
）
を
０
・
17
ヵ
月
上
回
っ

た
。
人
事
院
勧
告
で
は
、
一

時
金
は
０
・
05
ヵ
月
単
位

（
２
捨
３
入
、
７
捨
８
入
）

で
対
応
し
て
い
る
た
め
、

０
・
15
ヵ
月
引
き
上
げ
、
年

間
４
・
10
月
の
支
給
を
勧
告

し
た
。
し
か
し
、
民
間
の
特

別
給
の
支
給
状
況
を
ふ
ま

え
、
引
き
上
げ
分
は
す
べ
て

「
勤
勉
手
当
」
に
積
み
増
し

す
る
と
し
た
。

　

成
績
率
に
つ
い
て
は
、
特

に
優
秀
、
優
秀
、
標
準
の
区

分
に
応
じ
て
、
現
在
の
割
合

を
踏
ま
え
均
等
に
配
分
す

る
。
給
与
法
の
改
正
時
期
に

合
わ
せ
て
、
人
事
院
規
則
で

示
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
標
準

の
成
績
率
（
現
行
64
・
５
／

１
０
０
）
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
。

　

連
合
集
計
に
よ
れ
ば
、
一

時
金
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

前
の
２
０
０
８
年
水
準
に
戻

っ
た
と
さ
れ
た
が
、
公
務
員

の
一
時
金
は
２
０
０
８
年
当

時
、４
・
50
月
で
あ
っ
た
。
民

間
と
は
半
期
遅
れ
て
集
計
す

る
し
く
み
上
の
課
題
は
あ
る

が
、
４
・
10
月
に
止
ま
っ
た

こ
と
は
疑
問
。
２
０
１
５
年

に
お
い
て
は
、
民
間
企
業
に

お
け
る
夏
の
一
時
金
の
動
向

に
も
よ
る
が
、
仮
に
現
行
水

準
を
維
持
し
た
と
し
て
も
、

今
年
以
上
に
引
き
上
げ
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
官
民
の
均
衡

が
は
か
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
。【
表
②
】

　

民
間
の
通
勤
手
当
に
つ
い

て
も
、
燃
料
費
（
ガ
ソ
リ
ン

代
）
等
の
高
騰
も
あ
り
支
給

額
が
上
昇
し
て
い
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
交
通
用
具
（
自
動

車
等
）
利
用
者
の
通
勤
手
当

を
、
最
大
７
，
１
０
０
円
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。
な

お
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
通

勤
手
当
は
較
差
外
で
は
あ
る

が
、
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

適
用
す
る
。
さ
ら
に
、
寒
冷

定
解
除
と
な
る
地
域
に
つ
い

て
は
経
過
措
置
（
3
年
間
）

を
設
け
る
。
北
海
道
に
お
け

る
支
給
地
域
区
分
が
変
更
と

な
る
自
治
体
は
【
表
③
】
の

と
お
り
。

地
手
当
に
つ
い
て
は
、
気
象

庁
の
公
表
デ
ー
タ
が
10
年
ぶ

り
に
更
新
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
支
給
基
準
、
水
準
は
据

え
置
く
こ
と
と
し
た
も
の

の
、
デ
ー
タ
更
新
に
伴
う
、

支
給
対
象
地
域
の
見
直
し
を

行
っ
た
。
対
象
地
域
の
変
更

は
、
来
年
度
か
ら
と
し
、
指

　

人
事
院
は
民
間
賃
金
の
低

い
12
県
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
、
12
県
を
1
つ
の
グ
ル
ー

プ
と
し
て
官
民
比
較
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
2
ポ
イ
ン
ト
程

度
の
較
差
が
あ
っ
た
と
し

て
、
俸
給
表
を
平
均
２
％
、

高
年
齢
層
が
多
く
在
職
す
る

号
俸
で
最
大
４
％
の
引
き
下

げ
、
引
き
下
げ
に
よ
り
生
じ

る
給
与
原
資
を
、
広
域
異
動

　

地
域
手
当
は
、
現
行
の
18
、

15
、
12
、
10
、
６
、
３
％
の

の
地
域
（
２
～
７
級
地
）
は

賃
金
指
数
で
分
類
す
る
こ
と

と
し
た
（
た
だ
し
、
級
地
の

変
更
は
上
下
1
段
階
の
み
と

し
た
）
。【
表
⑤
】
札
幌
市
は
、

民
賃
指
数
96
・
３
％
で
あ
っ

た
た
め
、
7
級
地
（
3
％
）

に
据
え
置
き
と
な
る
。

　

「
俸
給
」
と
「
地
域
手
当
」

を
合
わ
せ
た
水
準
を
比
較
す

る
と
、
人
事
院
は
当
初
東
京

手
当
な
ど
の
諸
手
当
に
配
分

す
る
こ
と
を
「
総
合
的
見
直

し
」
の
柱
と
し
て
い
る
。

　

現
状
で
も
職
務
に
関
わ
り

な
く
勤
務
地
域
に
よ
り
最
大

18
％
の
地
域
間
格
差
が
存
在

し
て
い
る
が
、「
見
直
し
」
に

よ
り
い
っ
そ
う
格
差
が
拡
大

す
る
こ
と
と
な
る
。【
表
④
】

　

具
体
的
に
は
、
行
政
職

（
一
）
表
の
場
合
で
は
、
１

６
段
階
（
非
支
給
地
を
除

く
）
か
ら
、
20
、
16
、
15
、

特
別
区
に
関
し
て
は
、
引
き

上
げ
を
検
討
し
て
い
た
が
、

地
域
手
当
1
級
地
に
つ
い
て

現
行
の
18
％
か
ら
20
％
ア
ッ

プ
に
と
ど
め
た
た
め
、
若
干

の
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。
そ

の
他
地
域
を
見
る
と
主
に
は

地
域
手
当
の
級
地
が
下
が
る

地
域
及
び
引
き
続
き
非
支
給

地
と
な
る
地
域
に
勤
務
す
る

職
員
の
給
与
が
減
少
す
る
。

級
の
全
号
俸
お
よ
び
２
級
の

12
号
俸
以
下
の
水
準
は
据
え

置
き
と
す
る
も
の
の
、
３
級

以
上
の
高
位
号
俸
に
つ
い
て

大
き
く
引
き
下
げ
、
６
級
の

77
号
が
最
大
の
4
％
引
き
下

げ
と
な
る
。

　

な
お
、
公
務
員
連
絡
会
の

最
終
盤
要
請
に
こ
た
え
る
形

で
、
５
、
６
級
の
号
俸
を
増

設
（
８
号
俸
）
し
た
。

12
、
10
、
６
、
３
％
の
７
段

階
（
同
）
に
増
え
る
。

　

1
級
地
（
20
％
）
は
東
京

特
別
区
の
み
と
し
、
そ
の
他

　

こ
の
ほ
か
、
俸
給
表
の
引

き
下
げ
で
生
じ
た
給
与
原
資

の
一
部
を
各
種
手
当
に
配
分

す
る
。

　

単
身
赴
任
手
当
は
、「
基
礎

額
」
を
現
行
月
額
２
３
，
０

０
０
円
か
ら
、
３
０
，
０
０

０
円
に
引
き
上
げ
る
。
ま

た
、「
加
算
額
」
に
つ
い
て
は
、

年
間
９
回
帰
宅
す
る
こ
と
を

想
定
し
た
支
給
額
が
ら
、
12

回
相
当
と
し
た
。
広
域
異
動

手
当
は
、
現
行
３
％
の
区
分

（
60 

km
以
上
～
３
０
０
km

日
深
夜
（
午
前
０
時
か
ら
午

前
５
時
ま
で
の
間
）
に
勤
務

し
た
場
合
（
最
大
６
，
０
０

　

以
上
が
「
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
」
の
主
な
内
容

だ
が
、
公
務
員
連
絡
会
と
の

十
分
な
協
議
と
合
意
の
な
い

段
階
で
、
拙
速
に
本
年
勧
告

に
踏
み
切
っ
た
こ
と
は
、
極

め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　

今
後
は
本
年
4
月
の
官
民

比
較
に
も
と
づ
く
給
与
改
定

に
つ
い
て
は
、
早
期
の
実
施

に
、
国
の
制
度
廃
止
後
も
残

し
て
い
る
自
治
体
が
数
多
く

存
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

実
態
の
違
い
を
踏
ま
え
て
、

期
限
を
付
け
た
経
過
措
置
で

未
満
）
を
５
％
に
、
６
％
の

区
分
（
３
０
０
km
以
上
）
を

10
％
に
引
き
上
げ
る
。
さ
ら

に
、
本
府
省
に
勤
務
す
る
課

長
補
佐
以
下
に
支
給
す
る

「
本
府
省
業
務
調
整
手
当
」

は
、
係
員
は
現
行
2
％
か
ら

4
％
に
、
係
長
級
は
、
4
％

か
ら
6
％
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
管
理
職
員
等

が
休
日
に
出
勤
し
た
場
合
に

支
給
す
る
「
管
理
職
員
特
別

勤
務
手
当
」
に
つ
い
て
、
平

０
円
）
に
も
支
給
す
る
こ
と

と
し
た
。

と
差
額
精
算
を
求
め
て
い
く

こ
と
と
な
る
が
、「
総
合
的
見

直
し
」
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
使
用
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
政
府
に
対
し
、

そ
の
見
送
り
を
求
め
て
い
く

と
と
も
に
、
確
定
闘
争
に
む

け
、
地
方
で
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

は
な
く
、
当
分
の
間
、
制
度

を
維
持
す
る
よ
う
に
要
求
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。【
表

⑥
・
⑦
参
照
】

　

再
任
用
職
員
の
単
身
赴
任

も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
再
任
用
職
員
に
も

単
身
赴
任
手
当
の
支
給
と
、

新
幹
線
通
勤
や
広
域
異
動
手

当
の
支
給
な
ど
、
規
則
改
正

も
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

　

「
総
合
的
見
直
し
」を
受
け

た
新
俸
給
表
は
15
年
４
月
１

日
か
ら
適
用
と
し
て
い
る

が
、
激
変
緩
和
の
た
め
の
経

過
措
置
を
設
け
た
も
の
の
今

回
は
３
年
間
と
し
た
。
ま
た
、

初
年
度
の
改
正
原
資
を
生
み

出
す
た
め
と
し
て
、
15
年
１

月
１
日
の
昇
給
に
か
ぎ
り
１

号
俸
抑
制
す
る
。
２
０
０
６

年
給
与
構
造
改
革
の
際
は
、

制
度
切
り
替
え
後
に
昇
給
号

俸
の
抑
制
を
行
い
、
拡
大
す

る
地
域
手
当
や
新
設
の
広
域

異
動
手
当
等
、
さ
ら
に
は
現

給
保
障
に
対
す
る
給
与
原
資

の
確
保
を
行
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
今
回
の
措
置
に
つ
い

て
は
、「
制
度
改
正
前
の
号
俸

を
抑
制
し
、
現
給
保
障
に
対

す
る
給
与
原
資
の
確
保
が
必

要
」「
６
級
以
上
55
歳
以
上
の

１
・
５
％
減
額
措
置
に
つ
い

て
は
、
制
度
完
成
時
に
は
廃

止
す
る
が
、
現
給
保
障
が
終

了
す
る
ま
で
継
続
す
る
」
と

の
人
事
院
の
回
答
に
も
あ
る

と
お
り
、
昇
給
号
俸
の
抑
制

の
意
味
が
異
な
る
こ
と
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

地
域
手
当
や
単
身
赴
任
手

当
は
、
３
年
間
で
段
階
的
に

引
き
上
げ
。
本
府
省
業
務
調

整
手
当
は
３
年
後
に
引
き
上

げ
る
。
こ
の
他
、
行
（
一
）

6
級
以
上
に
適
用
さ
れ
て
い

る
、
55
歳
以
上
の
職
員
給
与

の
１
・
５
％
カ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
経
過
措
置
が
終
了
す

る
18
年
４
月
１
日
に
廃
止
す

る
と
し
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
は
、
多
く
の

自
治
体
に
お
い
て
は
現
給
保

障
額
が
異
な
っ
て
い
る
た
め

2006年現給保障と 2015年総合的見直しの現給保障について 
2014年８月 22日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006年給与構造改革における現給保障 

俸 

給 

月 

額 

平
均
４
．
８
％
引
き
下
げ 

H18.3.31 
時点の 
俸給月額 

経 過 

措 置 額 

18年度 21年度 20年度 19年度 

H26.3.31 
時点の 

俸給月月額 

 
給与構造改革

後の俸給月額 

17年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 

平
均
２
％
引
き
下
げ 

2015年総合的見直しにおける現給保障 

経 過 

措 置 額 

経過措置の期限 
（H30.3.31） 

経過措置額
の受給終了 

31年度 

総合的見直し後

の俸給月額 

Ⅰ 

Ⅱ 

【2014年８月 22日 地方専従者学習会】 
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２０１４人事院勧告の概要と解説（未定稿） 
  自治労北海道本部賃金労働部作成 

 

○ 今年の人事院報告のポイント  

  

月例給、一時金ともに 7 年ぶりの引き上げ 

 ①民間給与との較差（0.27％）を埋めるため、若年層に重点を置きながら俸給表の水準

を引き上げ 

 ②一時金を引き上げ（0.15 月分）、勤勉手当に配分 

 俸給表や諸手当のあり方を含めた給与制度の総合的見直し 

 ①地域の民間給与水準を踏まえて、俸給表の水準を平均２％引き下げ 

 ②地域手当の見直し 

 ③職務や勤務実績に応じた給与配分（広域異動手当、単身赴任手当の引き上げ等） 

 ※ 2015 年４月から３年間で実施。俸給引き下げには３年間の経過措置。段階的実施に

必要な給与原資確保のため、2015 年１月の昇給を１号俸抑制 

 

 

１ 官民較差関係 

（１）月例給関係 

 ① 民間給与との比較 

   約 12,400 事業所の約 60 万人の個人別給与を調査（完了率 88.1％） 

 ② 民間給与との較差 1,090 円 0.27％（昨年削減前 0.02％ 76 円） 

   俸給 988 円 跳ね返り分（注） 102 円 

（注）俸給等の改定に伴い諸手当の額が増減する分 

 

 

 

民間給与 
① 

国家公務員給与 
② 

較  差 
①－②（円） 

（（①－②）／②）×100％ 

４０９，５６２円 ４０８，４７２円 １,０９０円（０．２７％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間給与 

409,562 円 

国家公務員給与 

408,472 円 比較 

較差 1,090 円 

行政職俸給表（一）現行給与 408,472 円（405,463 円）平均年齢 43.5 歳（43.1 歳） 
                     ※（ ）内は昨年度 

俸給 988 円 跳ね返り 102 円 

【2014年８月 22日 地方専従者学習会】 
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早期に経過措置の対象者でなくなる場合 

３年間経過措置の対象である場合 

俸 

給 

月 

額 

平
均
２
％
引
き
下
げ 

H27.3.31 

時点の 

俸給月額 

 

経過措置額の

受給終了 

経 過 

措置額 

27 年度 30 年度 29 年度 28 年度 

 
経過措置の

期限

（H30.3.31） 

俸 

給 

月 

額 

平
均
２
％
引
き
下
げ 

俸

H27.3.31 

時点の 

俸給月額 

 

 
経過措置額の

受給終了 

経 過 

措置額 

27 年度 30 年度 29 年度 28 年度 

 
経過措置の

期限

（H30.3.31） 

 見直し後の

俸 給 月 額 

 
見直し後の

俸 給 月 額 

2013年回答
前年比 2012年実績

集計組合数 対象組合員数

年

末

月　数
2.34月

0.06月 2.28月
1.656組合 1,109,822人

額
708,151円

127,368円 669,155円
1,104組合 　796,523人

2014回答
前年比 2013年実績

集計組合数 対象組合員数

年

間

月　数
4.78月

0.29月 4.49月
2,422組合 2,013,120人

額
1,539,022円

87,625円 1,451,397円
1,200組合 1,210,396人

夏

季

月　数
2.25月

0.13月 2.12月
2,405組合 1,596,253人

額
685,228円

56,704円 628,524円
1,708組合 1,042,313人

（注） 連合「2013春季生活闘争　年末一時金」（2013年12月13日集計）、「2014春季生活
闘争夏季一時金（夏冬型）」（2014年７月３日集計）。加重平均。

自治体名
平均最
低気温

最深
積雪

合併
2010メッ
シュ級地

2004級
地指定

区分変化
A）１→２
B）２→３
C）３→２

備　　　　　考
（変化の要因）

ニセコ町 -5.6 143 ２級地 １級地 A 積雪152

真狩村 -6.5 136 ２級地 １級地 A 積雪151

京極町 -6.2 148 ２級地 １級地 A 積雪163

共和町 -3.5 132 ２級地 １級地 A 積雪151

猿払村 -6.9 91 ２級地 １級地 A 気温-7.3

豊富町 -6.8 101 ２級地 １級地 A 気温-7.1

滝川市 -6.9 104 ２級地 １級地 A 気温-7.2

芦別市 -6.6 78 ２級地 １級地 A 気温-7.0

砂川市 -6.7 98 ２級地 １級地 A 気温-7.0

奈井江町 -6.8 105 ２級地 １級地 A 気温-7.0

浦臼町 -6.7 114 ２級地 １級地 A 気温-7.0

新十津川町 -6.8 103 ２級地 １級地 A 気温-7.2

斜里町 -6.8 70 ２級地 １級地 A 気温-7.5

雄武町 -6.8 65 ２級地 １級地 A 気温-7.2

（旧音別町） -6.4 34 釧路市 ２級地 １級地 A
釧路市２→２
気温-7.0

知内町 -2 31 ３級地 ２級地 B 積雪67

木古内町 -2.7 45 ３級地 ２級地 B 積雪70

七飯町 -3.5 59 ３級地 ２級地 B 気温-4.1

厚沢部町 -3 59 ３級地 ２級地 B 積雪66

苫小牧市 -3.8 25 ３級地 ２級地 B 気温-4.1

神恵内村 -2.8 103 ２級地 ３級地 C 積雪52

（旧砂原町） -2.7 67 森町 ２級地 ３級地 C
森町３→３
積雪25

（旧瀬棚町） -2.1 83 せたな町 ２級地 ３級地 C
北檜山町２→２
積雪63

伊達市 -3.5 70 （旧伊達市） ２級地 ３級地 C 積雪33

洞爺湖町 -4 93 （旧虻田町） ２級地 ３級地 C 積雪57

（旧歌登町） -8.7 143 枝幸町 １級地 １級地 枝幸町２→２

（旧熊石町） -2.2 53 八雲町 ３級地 ３級地 八雲町２→２

（旧大成町） -1.6 53 せたな町 ３級地 ３級地 北檜山町２→２

（旧大滝村） -7.5 123 伊達市 １級地 １級地 伊達市３→２

（旧穂別町） -8.5 55 むかわ町 １級地 １級地 鵡川町２→２

（旧日高町） -7.9 84 日高町 １級地 １級地 門別町２→２

（旧三石町） -4 20 新ひだか町 ２級地 ２級地 静内町３→３

（旧阿寒町） -7.3 54 釧路市 １級地 １級地 釧路市２→２

2005年人事院勧告基準 2014年人事院勧告基準
級地 支給率区分 民間賃金指数 支給率区分 民間賃金指数
１級地 18% 東京都特別区 20% 東京都特別区
２級地 15% 111.0以上 16% 109.5以上
３級地 12% 106.0以上　 111.0未満 15% 106.5以上　109.5未満
４級地 10% 103.0以上   106.0未満 12% 104.0以上　106.5以上
５級地 ６%  99.5以上 　103.0未満 10% 101.0以上　104.0未満
６級地 ３%  95.0以上　　99.5未満 ６%  97.5以上　101.0未満
７級地 ３%  93.0以上　 97.5未満

試合結果を
随時配信します！

特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
！

注１） 波線は国家公
務員のライン

注２） 地公においては領域Ⅰと領域Ⅱの推移
を求めていく

【2014年８月 22日 地方専従者学習会】 
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３ 給与制度の総合的見直し関係 

（１）地域間の給与配分の見直し、世代間の給与配分の見直し 

【俸給表の見直し】 

民間賃金の低い地域（都道府県別の平均賃金が低い方から 12 県）における官民の給与

差（2.18 ポイント（2012～2014 年の平均値））を踏まえて、俸給水準を平均２％引き下げ

る。 

○ 民間賃金が低い地域における官民給与の状況 

 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 
12 県を一つのグループと
した官民給与の較差と全
国の較差との率の差 

△1.66 △2.52 △2.35 

（注）１ 平成 24 年及び平成 25 年の較差は給与減額支給措置による減額前の額に基づく。 
２ 12 県とは「賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）による所定内賃金の３年間の平均

が低い青森県、岩手県、秋田県、山形県、鳥取県、島根県、佐賀県、長崎県、大分県、
宮崎県、鹿児島県及び沖縄県。国公の平均給与額から地域手当の異動保障の額を除いて
算定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 行政職俸給表（一）の見直し 

ア）１級の全号俸、２級の初任給（２級 11 号俸）に係る号俸は引き下げなし。 

イ）３級以上の高位号俸は 50 歳台後半層における官民の給与差を考慮して最大４％

程度引き下げ。40 歳台、50 歳台前半層へ影響が及ばないように限定的に引き下げ

を行う。 

ウ）５級、６級に勤務成績に応じた昇給を確保するため８号俸増設。 

 

＜人事院の説明＞ 

号俸増設した際の昇給の運用の仕方については、特段、長期に最高号俸に在籍し

ている者を有利に扱うことは考えていない。 

給与制度の総合的見直しに伴う昇格時号俸対応表については、2015 年３月までに

示す予定。その際、号俸増設を行っているため、現在行っている高位号俸からの昇

格メリットの抑制措置に伴う影響等を検討して整理を行う。 

 

民間 

2006 年給与構造改革後 

公務員 民間 公務員 民間 公務員 

公務の 
新俸給水

 

▲2％ 
公務の 
俸給水準 

18％ 

北海道・東北
の賃金水準 

東京都の
賃金水準 

18％
地域手当 

民間 公務員 

地域間配分の見直し後 
地域手当 地域手当

20％ 
東京都の
賃金水準 

12 県の 
賃金水準 

公務の 
俸給水準 

※ 2006 年の見直
しで平均 4.8%引
き下げられた。 

準

ポイント

と問題点



第２０９９号� ���2014年８月21日・９月１日合併号

　

外
は
心
地
よ

い
風
が
吹
き
、

札
幌
も
朝
晩
は

寒
く
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

み
な
さ
ん
の
地

域
や
職
場
は
さ

わ
や
か
な
風
が

吹
い
て
い
ま
す
か
？

　

近
年
、
新
規
採
用
が
増
え

て
き
た
と
は
い
え
依
然
と
し

て
人
員
不
足
か
ら
来
る
多
忙

な
毎
日
を
送
っ
て
い
る
方
も

多
い
の
で
は
…
。
地
方
自
治

体
で
は
職
場
環
境
が
起
因
と

な
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
に
陥
る
職
員
が
増
加
し
て

い
る
と
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
実
は
要
因
と
な
る
の

は
職
場
環
境
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
多

く
を
占
め
る
の
は
職
場
環

境
、
人
間
関
係
で
す
が
、
自

分
に
関
わ
る
環
境
の
変
化
も

要
因
と
な
り
え
ま
す
。
家
族

や
ペ
ッ
ト
と
の
死
別
、
離
婚
、

独
立
、
結
婚
や
妊
娠
・
出
産

と
い
う
お
め
で
た
い
こ
と
ま

で
が
要
因
と
な
り
え
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
は
メ
ン
タ

ル
不
調
者
が
増
え
る
傾
向
に

も
あ
り
ま
す
。「
秋
は
淋
し
い

季
節
」
と
感
じ
る
方
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

秋
の
夜
長
心
穏
や
か
に
読
書

す
る
も
良
し
。
食
を
堪
能
す

る
も
良
し
。
北
海
道
の
季
節

を
楽
し
む
余
裕
が
ほ
し
い
で

す
ね
。�

（
大
西　

誠
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

７年ぶりの自治研集会には、22人が参加した＝８月９日、稚内市

【
宗
谷
地
方
本
部
発
】
８
月

９
日
、
稚
内
市
旧
労
働
会
館

で
、
７
年
ぶ
り
に
「
宗
谷
地

本
自
治
研
集
会
」
を
開
き
、

７
単
組
総
支
部
22
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
自
治
研
推
進
委

員
会
を
開
き
、
仕
事
の
問
い

直
し
か
ら
自
治
研
運
動
を
拡

げ
よ
う
と
確
認
。
７
単
組
総

支
部
中
５
単
組
総
支
部
で
レ

ポ
ー
ト
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
高
田
・
道
本
部

総
合
政
策
局
自
治
体
政
策
部

次
長
が
「
自
治
研
学
習
会
」

と
し
て
講
演
し
、
自
治
研
活

動
の
意
義
や
取
り
組
み
事
例

を
通
じ
た
運
動
の
広
が
り
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。

　

７
年
前
に
行
わ
れ
た
自
治

研
集
会
で
は
、
枝
幸
町
職
の

み
の
レ
ポ
ー
ト
発
表
だ
っ
た

た
め
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
や
発

表
を
初
め
て
取
り
組
む
単
組

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
し
か

し
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も

「
幌
延
深
地
層
試
験
の
現
状

課
題
」「
地
域
貢
献
へ
の
取
り

組
み
」「
浜
頓
別
町
１
０
０
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
の
取
り
組
み
」

「
枝
幸
町
循
環
資
源
利
用
促

進
協
議
会
の
取
り
組
み
」「
豊

富
町
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」
の

レ
ポ
ー
ト
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
治
研

と
思
い
ま
す
。

（
宗
谷
地
方
本
部
・
書
記

長
・
櫻
庭
信
）

学
べ
て
楽
し
い「
自
治
研
」

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
施
行
ま
で
あ
と
７
カ

月
と
な
り
ま
し
た
が
、
施
設

運
営
費
や
利
用
者
負
担
を
左

右
す
る
こ
と
に
な
る
「
公
定

価
格
」
に
つ
い
て
は
、
最
終

決
定
を
見
て
い
な
い
一
方
で

運
営
費
試
算
ソ
フ
ト
が
内
閣

府
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
公
定
価

格
」
に
つ
い
て
は
ま
だ
議
論

中
の
段
階
で
、
処
遇
改
善
加

算
や
利
用
者
負
担
、
施
設
運

営
費
の
使
途
制
限
な
ど
も
整

理
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
詳

細
ま
で
示
さ
れ
る
こ
と
を
ほ

と
ん
ど
の
施
設
・
事
業
所
が

望
ん
で
い
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
や
相
談
の
窓
口
と
な
る
自

治
体
職
員
も
同
様
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
定
員
が
多
い
施
設

ほ
ど
運
営
費
の
補
助
水
準
が

低
く
な
る
懸
念
が
あ
る
と
し

て
、
現
行
の
認
定
こ
ど
も
園

の
中
に
は
認
定
を
返
上
し
た

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
数
あ

る
と
い
う
報
道
も
さ
れ
、
既

存
施
設
の
こ
ど
も
園
移
行
を

促
進
す
る
方
針
だ
っ
た
は
ず

が
、
逆
に
躊
躇
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

各
自
治
体
で
の
施
設
へ
の

意
向
調
査
の
結
果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

各自治体での施設
 意向調査結果は？

㊼

講演する逢坂さん。原発や社会問題を学習・議論した

街頭宣伝行動で自治体の水道水の安全性をアピールした＝８月10日

自治労水週間キャラク
ター「めぐるちゃん」
も行動に参加した

み
ん
な
で
拡
げ
よ
う
水
資
源
の
輪

　

人
事
院
は
再
度
の
「
給
与
制
度
の
見
直

し
」
を
強
行
し
ま
し
た
。
東
京
の
地
域
手

当
を
20
％
位
に
引
き
上
げ
る
よ
う
で
す
。

東
京
に
住
ん
で
い
て
わ
か
る
の
で
す
が
、

そ
ん
な
格
差
は
感
じ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
最

近
で
は
東
京
暮
ら
し
が
安
く
つ
く
。
車
も

要
ら
な
い
の
で
維
持
費
も
税
金
も
ガ
ソ
リ

ン
代
も
不
要
。
昼
の
弁
当
は
薄
利
多
売
で

む
し
ろ
安
い
。
駅
前
商
店
街
が
残
っ
て
い

る
東
京
で
は
良
い
食
材
が
安
く
揃
う
。
最

近
は
コ
ン
ビ
ニ
利
用
が
多
く
な
り
、
東
京

の
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
が
高
い
な
ん
て

聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
む
し
ろ
売
れ
る
分

品
揃
え
が
良
い
。
加
え
て
教
育
費
は
安
く

つ
く
。
自
宅
か
ら
通
え
る
こ
と
は
最
大
の

利
点
。
少
々
の
住
宅
費
の
高
さ

な
ど
お
釣
り
が
来
る
ほ
ど
で
す
。

　

「
見
直
し
」
を
行
う
理
由
も
実
態
も
な

い
中
で
の
強
行
は
、
地
方
に
対
す
る
東
京

か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
。「
俺
ら
の
言
う

こ
と
聞
か
な
い
と
承
知
し
な
い
ぞ
」
と
の

威
嚇
で
す
。�

（
８
月
21
日
東
京
に
て
）

「
給
与
制
度
の
見
直
し
」は
地
方
へ
の
威
嚇

㉕

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
９
月
12
日

（
金
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）
当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

が
こ
ん
な
に

学
べ
て
楽
し

い
も
の
だ
と

は
思
わ
な
か

っ
た
」
と
感

想
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
自

治
研
活
動
を

継
続
・
強
化

し
な
が
ら
、

地
域
と
と
も

に
自
治
労
運

動
強
化
を
し

て
い
き
た
い

陸
し
た
自
治
労
水
週
間
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
め
ぐ
る
ち
ゃ

ん
」
も
登
場
し
、
こ
ど
も
た

ち
の
人
気
者
に
な
っ
て
い
た
。

　

心
配
さ
れ
た
台
風
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
大
盛

況
の
う
ち
に
市
民
ア
ピ
ー
ル

街
宣
行
動
と
な
っ
た
。

　

８
月
９
日
、「
医
療
・
介
護

に
か
か
わ
る
社
会
問
題
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
札
幌

市
・
自
治
労
会
館
で
「
北
海

道
医
療
ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

全
道
総
決
起
集
会
」
が
開
か

れ
た
。

　

福
島
県
の
き
ら
り
医
療
生

協
労
組
執
行
委
員
長
の
二
瓶

修
爾
さ
ん
は
講
演
で
、「
３
年

が
経
過
し
た
現
在
も
が
れ
き

や
放
射
性
廃
棄
物
が
空
地
な

ど
に
置
か
れ
て
、
日
常
生
活

が
戻
っ
て
い
な
い
。
医
療
・

介
護
現
場
の
大
量
退
職
、
自

殺
者
や
孤
独
死
の
増
加
な
ど

住
民
の
生
活
は
悪
化
し
て
い

る
。
残
っ
た
私
た
ち
も
ジ
レ

ン
マ
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し

て
い
る
」
と
実
態
を
述
べ

「
福
島
は
何
も
終
わ
っ
て
い

な
い
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
前
衆
議
院
議
員
の

逢
坂
誠
二
さ
ん
が
「
北
海
道

と
原
子
力
発
電
所
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

逢
坂
さ
ん
は
、「
日
本
は
政

策
に
よ
り
原
発
を
推
進
し
て

き
た
が
、
福
島
原
発
事
故
を

教
訓
と
し
て
政
策
転
換
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
地

自
治
体
、
廃
棄
物
貯
蔵
、
雇

用
問
題
な
ど
課
題
は
多
い

が
、
政
治
が
推
進
し
た
原
発

は
、
政
治
が
卒
原
発
を
決
断

す
べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

　

こ
の
集
会
を
つ
う
じ
て
、

原
発
の
危
険
性
を
改
め
て
学

習
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
を
議
論
し
地
域

の
発
展
と
職
場
改
善
を
め
ざ

し
運
動
展
開
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

民
や
観
光
客
に
、
水
週
間
メ

モ
帳
と
と
も
に
配
布
し
な
が

ら
水
道
事
業
に
携
わ
る
自
治

体
労
働
者
と
し
て
「
北
海
道

の
水
道
水
の
安
全
性
」「
水
は

み
ん
な
の
も
の
」「
将
来
ま
で

続
く
よ
う
に
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
」
と
ア
ピ
ー
ル
街
宣

を
行
っ
た
。
北
海
道
に
初
上

的
で
、
各
自
治
体
が
取
り
扱

っ
て
い
る
水
（
５
０
０

ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
）
の
提
供
が
あ

り
、
大
通
公
園
の
道
行
く
市

善
久
事
務
局
長
が
「
水
循
環

基
本
法
成
立
ま
で
の
経
過
と

詳
細
」
に
つ
い
て
基
調
報
告

し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
特
定
非
営

利
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
調
査
提
言
グ
ル
ー
プ

の
堀
内
葵
さ
ん
が
、「
世
界
の

水
事
情
～
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
議
論
か

ら
み
る
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
水
道
再

公
営
化
～
」
と
題
し
講
演
し

た
。

　

ま
た
、
札
幌
市
・
大
通
公

園
（
大
通
西
３
丁
目
）
で
街

頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。
街

頭
宣
伝
行
動
で
は
、
北
海
道

内
の
各
自
治
体
の
水
道
水
の

安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
目

産
別
の
枠
を
超
え
60
人
が
参

加
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
水
情
報
セ
ン

タ
ー　

佐
藤
幸
雄
・
副
代
表

が
主
催
者
を
代
表
し
あ
い
さ

つ
し
、
そ
の
後
、
自
治
労
本

部
公
営
企
業
評
議
会
・
山
本

　

８
月
10
日
、
札
幌
市
・
自

治
労
会
館
で
、
道
本
部
現
業

公
企
評
議
会
と
全
水
道
北
海

道
地
本
共
催
の
『
８
月
１
日

は
水
の
日
』
制
定
記
念
イ
ベ

ン
ト　

「
み
ん
な
で
拡
げ
よ

う
水
資
源
の
輪
」
を
開
き
、

８月１日
水の日
イベント

地
域
の
発
展
と
職
場
改
善
め
ざ
す


